
青山国際教育学院

【告示基準第18号関係】

【評価項目】 評価

学校の理念・目標・育成人材像が明確になっているか 5

社会ニーズ等を踏まえた学校の将来像が描けているか 5

【評価項目】 評価

運営体制が日本語教育機関の告示基準を満たしているか 5

学校の理念・目標にそった運営方針が策定されているか 5

組織運営や人事、財務管理に関する規定が明確化され、有効に機能しているか 5

業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備れているか 5

【評価項目】 評価

教育理念等にそった教育課程が体系的に編成されているか 5

成績評価や進級、修了の判定基準は明確になっているか 5

成績評価や進級、修了の判定は適切に運用されているか 5

教員の指導力向上のための取組がなされているか 5

教育課程の改善のための取組がおこなわれているか 5

【評価項目】 評価

日本語能力試験等の資格取得率の向上がはかられているか 5

生徒の進路を適切に把握しているか 5

【評価項目】 評価

進路・就職に関する支援体制は整備されているか 5

学生の健康管理を担う体制は整備されてるか 5

具体的な取組及び解決策

進路、就職担当者を設け対応を行っています。

年度毎の健康診断の実施　常備薬の提供　病院への付添を実施しています。

（5）生徒支援

年度ごとにレベル別ミ－ティングや教員同士の意見交換等教育課程の振り返りを
行っています。

具体的な取組及び解決策

学習者に希望するレベルの聞取りを行い、それに沿った内容の選択授業等を行っ
ています。

担任面接を行い、個人調査表を作成し進路の把握に努めています。

（4）学修成果

自己点検・自己評価報告書　（2026年4月3日現在）

講師会議、担任会議の際に運営方針の説明などで情報共有を図っています。

社内人事規定に従い運営を行っています。

社内コンプライアンス規則に従い運営しています。

具体的な取組及び解決策

学校ホ－ムペ－ジに明記

学校ホ－ムペ－ジに明記

（1）教育の理念・目標

（2）学校運営

5.適切　4.やや適切　3.どちらともいえない　2.やや不適切　1.不適切

（3）教育活動

具体的な取組及び解決策

日本語教育機関の告示基準に従い点検・報告を行っています。

具体的な取組及び解決策

規定カリキュラムに従い教育を行っています

成績評価基準、進級基準を設定して行っています。

判定基準を設定して行っています。

レベル毎に会議、勉強会等を定期的に行っています。



日本での生活に対する指導、支援体制は整備されているか 5

【評価項目】 評価

施設・設備は教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 5

教材は適切なものか 5

学習効率を図るための環境整備がなされているか 5

防災に対する体制は整備されているか 5

【評価項目】 評価

学生募集活動は適切におこなわれているか 5

入学選考は適正におこなわれているか 5

経費支弁者の支弁能力の確認がおこなわれているか 5

【評価項目】 評価

中長期的に学校の財務基盤は安定しているか 5

予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 5
財務について会計監査が適切におこなわれているか 5
財務情報の公開体制は整備されているか 5
仲介会社の仲介手数料は適正な水準である。 4

【評価項目】 評価

出入国管理及び難民認定法令ならびに各種関係法令等の遵守と適切な運営がなされているか 5

個人情報保護の対策がとられているか 5

自己評価の実施と問題点の改善に努めているか 5

自己評価結果を公開しているか 5

社内規定に従い管理

（9）法令遵守

（10）社会貢献・地域貢献

（7）入学者の募集

（8）財務

入学オリエンテ－ション時に入学者へ注意事項の周知活動を行っています。また教
員対象の不法滞在防止会議等の開催により学生の情報共有や関係法令の情報共
有を行っています。

社内規定に従い管理

評価委員会にて問題点の改善を都度検討しています。

ホ－ムペ－ジにて公開しています。

見込まれる学生数をベ－スに予算・収支計画を策定しています。

社内規定に従い管理

アンケ－ト方式による情報共有を行っている。

具体的な取組及び解決策

校内規定に従い、提出願書を基に面接試験等による選考を行っています。

具体的な取組及び解決策

学生募集は安定的に推移しており、定員の確保が継続できています。特定の国に
偏らない募集体制を構築していることにより、外部環境の変化に対しても一定の耐
性を有しています。
また、既存の代理店ネットワークとの関係強化に加え、新規市場の開拓にも取り組
んでおり、今後も安定した学生数の確保が見込まれます。
財務面においても、収支のバランスを維持しつつ、適切なコスト管理と投資を行って
おり、中長期的に安定した経営基盤を確立しています。
今後も教育の質の向上と運営体制の強化を図り、持続的な発展を目指してまいり
ます。

具体的な取組及び解決策

日本語教育機関の告示基準に従い施設・設備を管理しています。

本務等教員と教員が内容を確認の上、教材の選定等を行っています。

面接での聞取りに加え、残高証明、在職証明書等の必要書類の提出・確認を行っ
ています。

（6）教育環境

具体的な取組及び解決策

募集要項、代理店契約書に従って学生募集を行っています。

PCや教材の共有、整備を行っています。

年度毎に防災マニュアルを策定して職員への周知を行っています。

ベトナム、中国など母国語スタッフによる学生支援を行っています。
またその他の地域でも現地代理店との学生支援協力体制の構築を行っています。



【評価項目】 評価

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献をおこなっているか 4

生徒のボランティア活動を奨励、支援しているか 4

地域に対する公開講座等の実施の取組をおこなっているか 4

　【自己点検・自己評価委員会】
　　校　長　　　　　 　村上　誠
　　事務局長　　　　　　　　　　西原　幸伸
　　事務局　　　　　　　　　　　川岸　悠
　　教務主任　　　　　　　　　　國分文雄
　　総務人事部次長 　増田　由美

具体的な取組及び解決策

ウクライナ避難民の方々に対し、無償での日本語教育を継続的に実施しています。
あわせて、日本財団の支援制度に基づく保証人申請等の支援を行い、生活基盤の
安定と社会参加の促進に寄与しています。
これらの取組を通じて、本校の教育資源を活用した社会貢献を継続的に推進して
います。

地域ボランティアの情報共有や周知活動を行っています。

地域小学校との交流会について、再開に向けた協議および準備を進め、地域との
教育交流の機会創出に取り組んでいます。
また、愛媛県との就職支援に関する協定に基づき、留学生への周知活動を継続的
に実施し、地域への人材還元にも寄与しています。


